
情報通信審議会 総会（第２２回）議事概要 

 

１ 日時 

平成 21年 7月 10日 （金） 15時 00分 ～17時 00分  

 

２ 場所 

  総務省第一特別会議室（総務省８階） 

 

３ 出席者（敬称略） 

（１） 委員 

大歳 卓麻（会長）、坂内 正夫（会長代理）、相澤 彰子、青木 節子、荒川 薫、 

井手 秀樹、伊東 晋、井野 勢津子、長村 泰彦、清原 慶子、斎藤 聖美、 

酒井 善則、佐野 真理子、嶌 信彦、新町 敏行、鈴木 陽一、高橋 伸子、 

髙畑 文雄、滝 久雄、竹中 ナミ、辻 正次、東海 幹夫、徳田 英幸、服部 武、 

町田 勝彦、村上 輝康 

（以上２６名） 

（２） 臨時委員（敬称略） 

村井 純 

 

（３） 専門委員（敬称略） 

  長谷部 恭男 

（４） 事務局 

   山根 悟（情報通信国際戦略局参事官） 

（５） 総務省 

鈴木 康雄（総務審議官）、山川 鉄郎（情報流通行政局長）、 

桜井 俊（総合通信基盤局長）、戸塚 誠（政策統括官）、 

河内 正孝（官房総括審議官）、田中 栄一（官房総括審議官）、 

長塩 義樹（データ通信課長）、柳島 智（データ通信課企画官）、 

小笠原 陽一（コンテンツ振興課長）、児玉 俊介（技術政策課長）、 

松井 俊弘（技術政策課イノベーション戦略室長）、谷脇 康彦（情報通信政策課長）、 

秋本 芳徳（融合戦略企画官） 

 

４ 議題 

（１）答申事項 

ア．「２１世紀におけるインターネット政策の在り方」について【平成13年３月28日付け 

諮問第３号】 

審議の結果、情報通信政策部会から報告された答申（案）を了承し、答申することとした。 

【内容】 

本件は新たなトップレベルドメインの導入に向けて、国内で検討が必要な事項について、

審議を行ったもの。 



 

イ．「デジタル・コンテンツの流通の促進」及び「コンテンツ競争力強化のための法制度の

在り方」について 【平成16年１月28日付け 諮問第８号及び平成19年6月14日付け 諮問

第12号】 

審議の結果、情報通信政策部会から報告された中間答申（案）を了承し、中間答申するこ

ととした。 

【内容】 

本件は、①デジタル放送のコピー制御に係るルールの担保手段の在り方、②コンテンツ

の取引市場の形成について、審議を行ったもの。 

 

（２）諮問事項 

「デジタル新産業創出に向けた研究開発加速化のための産学官連携強化方策」について

【諮問第15号】 

審議の結果、本件については、広い分野での専門的知見を蓄積している「情報通信技術分

科会」において、審議を進めることとした。 

【内容】 

本件は、ICT分野における産学官連携の下で研究開発を推進する具体的な方策について、

総務大臣より諮問を受けたもの。 

 

（３）報告事項 

「通信・放送の総合的な法体系の在り方」について【平成20年２月15日付け諮問第14号】 

【内容】 

「通信・放送の総合的な法体系に関する検討委員会」において取りまとめた答申（案）

の報告を受け、その内容について審議を行ったもの。 

 

 

 

本総会にて配付された資料をご覧になりたい方は、総務省ＨＰにおいて 

公開しておりますのでご覧ください。 

 

担当：総務省 情報通信国際戦略局 管理室 調整係 猪飼、浅川 

電話  ０３－５２５３－５９５７ 

ＦＡＸ ０３－５２５３－５９４５ 

メール jyouhoutuusin-singikai〈＠〉soumu.go.jp 

※迷惑メール防止対策をしているため、〈＠〉を@に置き換えてください。 

 

 


